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［Original article （原著）］ 

 

Impact of Initial Intervention Timing in Specific Health Guidance on Changes in 

Waist Circumference and Body Weight: 

A Comparative Study of Same-Day and Delayed Interventions 

特定保健指導における初回支援実施時期の違いが腹囲・体重変化に与える影響 

―健診当日実施と後日実施の比較検討― 

 

KIYOKAWA Takuma1 

清川拓馬 1 

 

Abstract 

This study compared changes in waist circumference and body weight between participants who 

received Specific Health Guidance on the day of their health checkup and those who received it 

later in fiscal year 2023. Subjects included 160 participants in the same-day intervention group 

and 101 participants in the delayed intervention group. The completion rate was 78.8% in the 

same-day intervention group and 71.3% in the delayed intervention group. Mean reductions in waist 

circumference were 1.21 cm and 0.04 cm, respectively, while mean reductions in body weight were 

0.31 kg and 0.12 kg, respectively. These findings suggest that same-day intervention may 

contribute to improved health outcomes. 

 

本研究は、2023 年度に一般財団法人健康医学協会で実施された特定保健指導を対象として、 

健診当日実施群と後日実施群における腹囲および体重の変化について比較検討を行った。 

対象は当日実施群 160 名、後日実施群 101 名であり、正規終了率および腹囲・体重変化量を分析した。 

その結果、正規終了率は当日実施群 78.8％、後日実施群 71.3％であった。 

腹囲減少量の平均は当日実施群 1.21cm、後日実施群 0.04cm であり、体重減少量の平均は当日実施群 0.31kg、 

後日実施群 0.12kg であった。健診当日に保健指導を実施することは、腹囲および体重改善に一定の効果を有する可能性が示唆された。 

 

Key Word： 特定保健指導 腹囲 保健指導効果 

 

Ⅰ はじめに 

我が国では、生活習慣病の増加に伴う医療費の増

大が社会的課題となっており、その対策として 2008

年度より特定健康診査・特定保健指導制度が開始さ

れた。特定保健指導は、メタボリックシンドロームの

概念に基づき、内臓脂肪型肥満に着目した保健指導

 

1 TOHTO University / 1-1, Hibino, Mihama-ku, Chiba-shi, Chiba-ken,261-0022 / takuma.kiyokawa@tohto.ac.jp 

を実施することによって、糖尿病、高血圧症、脂質異

常症などの生活習慣病発症リスクの低減を図る制度

である 1)。 

 

特定保健指導では、対象者の行動変容を促進する

ため、保健師や管理栄養士等による継続的支援が行
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われている。近年では、第 4 期特定健康診査等実施

計画に伴い、アウトカム評価を重視した支援体制へ

の転換が求められており、単なる実施率だけでなく、

腹囲や体重の改善、行動変容の達成が重要視されて

いる。 

 

特定保健指導の実施形態としては、健診当日に初

回支援を実施する「当日実施」と、健診後に改めて日

程調整を行い、支援を開始する「後日実施」がある。 

当日実施は、健診受診直後の健康意識が高い状態

で支援を開始できることや、対象者の離脱防止につ

ながる点が利点として挙げられる。一方で、健診受診

時に半ば受動的に参加する場合もあり、行動変容に

対する主体性や動機づけ形成に課題が残る可能性が

指摘されている。 

これに対し、後日実施は、対象者自身が参加意思を

示した上で支援に参加するため、健康改善に対する

動機づけが高い可能性がある。しかしながら、日程調

整や再来院の負担により、初回面接への移行率や継

続率が低下する可能性も考えられる。 

 

これまでの特定保健指導に関する研究では、支援

頻度や支援方法、支援期間、ICT を活用したメール支

援等に関する検討が多く報告されている。清川らは、

メール支援の送受信間隔や支援頻度が腹囲および体

重の変化に関連することを報告している 2)。また、支

援期間や継続支援方法が行動変容に与える影響につ

いても検討されている 3)。しかし、当日実施と後日実

施を比較し、腹囲および体重変化を評価した研究は

限定的であり、実施形態の違いによる影響について

は十分に明らかにされていない。 

 

そこで本研究では、2023 年度に一般財団法人健康

医学協会において実施された特定保健指導を対象と

して、当日実施群および後日実施群における正規終

了率ならびに腹囲・体重変化量について比較検討を

行い、実施形態の違いが保健指導効果に与える影響

について考察した。 

 

Ⅱ 研究方法 

本研究では、2023 年度に一般財団法人健康医学協

会において実施された特定保健指導対象者を分析対

象とした。対象者は、特定健康診査の結果に基づき、

動機づけ支援または積極的支援の対象となった者で

ある。 

対象者のうち、健診当日に初回支援を実施した者

を当日実施群、健診後に改めて日程調整を行い、初回

支援を実施した者を後日実施群として分類した。当

日実施群は 160 名、後日実施群は 101 名であった。 

 

分析項目として、各群における正規終了率、腹囲変

化量および体重変化量を用いた。正規終了率につい

ては、初回支援を受けた対象者のうち、制度上定めら

れた最終評価まで完了した者の割合として算出した。 

腹囲および体重については、初回支援時と最終評

価時に測定された値を用い、各対象者における変化

量を算出した。その後、各群における平均値を算出し

比較を行った。 

データ解析には Microsoft Excel を使用した。各

項目について記述統計を算出し、群間の傾向につい

て比較検討を行った。 

 

倫理的配慮として、本研究は当施設内において倫

理的妥当性について審査を受け、承認を得て実施し

た。また、研究に用いたデータは匿名化を行い、個人

情報保護に十分配慮した。研究データは施設内の鍵

付き保管庫にて厳重に管理した。 

 

Ⅲ 結果 

当日実施群 160 名のうち、正規終了者は 126 名で

あり、正規終了率は 78.8％であった。一方、後日実

施群 101 名のうち、正規終了者は 72 名であり、正規

終了率は 71.3％であった。両群ともに 70％を超える

高い正規終了率を示していた。 

 

腹囲変化量については、当日実施群では平均
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1.21cm の減少が認められたのに対し、後日実施群で

は平均 0.04cm の減少であった。当日実施群では、後

日実施群と比較して腹囲減少量が大きい傾向が認め

られた。 

体重変化量については、当日実施群では平均

0.31kg の減少が認められた。一方、後日実施群では

平均 0.12kg の減少であり、当日実施群の方が大きな

減少量を示した。 

 

以上の結果より、正規終了率については両群とも

高い水準を示していたが、腹囲および体重の改善量

については当日実施群でより大きな改善傾向が認め

られた。 

 

Ⅳ 考察 

本研究では、特定保健指導における当日実施群お

よび後日実施群について比較検討を行った。その結

果、両群とも 70％を超える高い正規終了率を示し、

特定保健指導が継続的に実施されていたことが確認

された。 

当日実施群では、対象者が健診当日にそのまま初

回支援へ移行するため、再来院の必要がなく、対象者

の負担軽減につながった可能性が考えられる。また、

健診受診直後は検査結果への関心が高く、健康リス

クに対する認識が高まっている状態である。そのタ

イミングで保健指導を導入することにより、生活習

慣改善への意識づけが行いやすくなった可能性が示

唆される。 

さらに、本研究において当日実施群で高い正規終

了率が認められた背景には、対象企業との連携強化

が影響している可能性がある。企業側が特定保健指

導への参加を積極的に支援することにより、対象者

の継続参加が促進された可能性が考えられる。特に、

健診当日に保健指導まで完結できる運営体制は、対

象者の離脱防止に有効であったと推察される。 

 

一方、後日実施群では、対象者自身が参加意思を示

した上で支援を受けていることから、行動変容への

動機づけは比較的高いと考えられる。しかしながら、

日程調整や再来院の必要性が参加継続への障壁とな

り、正規終了率の低下につながった可能性も考えら

れる。 

腹囲および体重の変化量については、当日実施群

でより大きな改善が認められた。特定保健指導では、

初回支援時における対象者の健康意識や行動変容ス

テージが支援効果に大きく影響するとされている 4）。

健診直後は、自身の検査値や健康状態に対する問題

意識が高まりやすく、その時点で具体的な生活改善

目標を設定することにより、行動変容へ結びつきや

すくなる可能性がある。 

また、従来の研究では、支援頻度やメール支援間隔、

支援期間などが腹囲や体重変化に関連することが報

告されている。清川らは、継続的なメール支援や適切

な支援間隔が保健指導成果に影響を及ぼす可能性を

示している 5）。本研究結果も、支援開始時期や支援導

入方法が成果指標に影響する可能性を支持する結果

であると考えられる。 

 

しかし、本研究にはいくつかの限界が存在する。第

一に、本研究は単施設における後方視的研究であり、

対象者背景や既往歴、生活習慣、職業特性などについ

て詳細な分析を行っていない。第二に、統計学的検定

を実施していないため、群間差の有意性については

明確に示されていない。第三に、支援内容や支援担当

者の違いについても統制されていない。 

 

今後は、多施設共同研究による対象者数の拡大や、

年齢、性別、生活習慣等を考慮した詳細な解析が必要

である。また、支援頻度や支援媒体、行動変容ステー

ジとの関連についても検討を行い、より効果的な特

定保健指導体制の構築へつなげていく必要がある。 

 

Ⅴ まとめ 

2023 年度に一般財団法人健康医学協会で実施した

特定保健指導を対象として、当日実施群および後日

実施群における正規終了率と腹囲・体重変化量につ
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いて比較検討を行った。 

その結果、両群ともに高い正規終了率を示したが、

腹囲および体重の減少量は当日実施群で大きい傾向

が認められた。健診当日に保健指導を導入すること

は、行動変容支援の観点から一定の有効性を有する

可能性が示唆された。 

今後は、対象者背景や支援内容を含めた詳細な分

析を行うとともに、多施設共同研究や統計学的検定

を含めた検討が必要である。 
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［Original article （原著）］ 

 

Healing and Averted Illness: 

Narrative Functions of Abdominal Illness in Classical Japanese Literature 

回復する病、避けられる病――腹部疾患の物語機能 

 

IMOTO Saori2 

井本紗織 2 

 

Abstract 

This study examines representations of abdominal illness in classical Japanese literature 

across folktales, military chronicles, and historical narratives. Abdominal illness fulfills 

varied functions—comic effect, healing, religious conversion, anticipated rupture, and omission—

shaped by narrative form, severity, and social rank. High-ranking figures rarely receive explicit 

symptoms, while descriptions are often minimized. These findings clarify how bodily specificity 

interacts with narrative aims and provide a basis for comparing abdominal illness with 

representations of other body parts. 

 

本稿は、上代から鎌倉期にかけて描かれた腹部疾患の表象を、説話・軍記物語・歴史物語という 

異なる作品形式にわたり検討した。腹部疾患は、滑稽、回復、改悛、予期される破綻、あるいは隠匿といった 

多様な機能を担い、その扱われ方は語りの性質や対象人物の身分と密接に関わる。 

特に高貴な人物には付与されにくく、描写も抽象化される傾向が見られた。腹部疾患の表象を通して、 

身体部位の生理性と物語構造との関係を考察する視点を提示した。 

 

Key Word： 腹部疾患 作品形式 物語機能 身分 

 

Ⅰ はじめに 

 病は古来より文学作品において重要な役割を担い、

物語展開や人物造形と密接に関わりながら、人々の

病に対するイメージを反映し、ときに形成してきた。

王朝文学においてもその位置づけは大きく、病名や

病的状態がどのような意図で提示されるのかについ

て、これまで多くの研究が蓄積されている。神尾は

『源氏物語』における病が、人物の要求や特殊な経験

を語るための手段として用いられていると指摘し 1)、

黒野・大友は『落窪物語』『源氏物語』における病が

 

2 TOHTO University / 1-1, Hibino, Mihama-ku, Chiba-shi, Chiba-ken,261-0022 / saori.imoto@tohto.ac.jp 

「願いをかなえる便利ツール」としての機能を担っ

ていると論じる 2)3)。 

 しかし、これらの研究は特定の作品における病全

体を対象とするものであり、特定の身体部位に焦点

を当てて病の表現や機能を検討する視点は十分に提

示されていない。小笠原は『源氏物語』に登場する病

を病名によって分類し、『枕草子』と共通する美意識

の存在を指摘した 4)。これは身体部位に結びついた

病の表現が、作品を越えて共有される可能性を示唆

するものである。 
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 小笠原の論中、筆者は腹部疾患が戯画的に表現さ

れる点に注目し、現代に見られる腹痛の軽視へ通じ

る要素があると考えた。この問題意識に基づき、前稿

において平安初期から中期にかけての作り物語およ

び歌物語を概観し、そこに描かれる腹部疾患が、難題

を象徴し、主として低い身分や老い、滑稽性と結びつ

いて機能していることを指摘した 5)。本稿ではその

成果を踏まえ、調査の範囲を上代から鎌倉期にまで

拡大し、文学作品に見られる腹部疾患の表現とその

機能について、通時的な観点から検討することを目

的とする。 

 

Ⅱ 研究方法 

1. 資料の範囲 

 本研究では、上代から鎌倉期に成立した主要文学

作品のうち、病や身体に関する叙述が期待できる分

野を対象とし、歴史書・作り物語・歌物語・説話・随

筆・歴史物語・日記文学・軍記物語を調査範囲とした。

これらは物語性や人物描写が比較的豊富であり、身

体症状が物語機能として扱われる可能性が高いとい

う点で共通している。 

 和歌集・詩歌集・歌謡は、身体症状が直接的に描か

れる例が限られるため原則として除外したが、『万葉

集』には「沈痾自哀文」をはじめ病を詠む歌が見られ

るため、例外的に対象とした。一方、貴族の日記など

の古記録類は、記録目的や文体が作品ごとに大きく

異なり、物語的機能の比較には適さないため対象外

とした。なお、本研究は人を対象とするものではなく、

倫理審査は不要である。利益相反はない。 

 

2. 調査対象テキスト 

 調査対象とした作品を表 1 に示す。上代から鎌倉

期にかけて成立した主要文学作品のうち、病が登場

する可能性のある作品を幅広く調査した。 

 種別は、国文学研究で一般的に用いられる分類（作

り物語／歌物語／説話／歴史物語など）に従い、『新

編日本古典文学全集』を参考とした。なお、『今昔物

語集』については、天竺部・震旦部・本朝部の三部か

ら成るが、本稿では日本文学史上の位置づけを考慮

し、本朝部のみを対象とした。 

 

3. 用例の抽出基準 

 本文は主として『新編日本古典文学全集』に拠り、

検索語彙として「腹」「病」「患う」「悩む」など、腹

部疾患を示す可能性のある語を用いた。明らかに病

と無関係な表現（「片腹痛し」など）は除外し、本文

に身体症状として明記されるもののみを採用した。

検索語彙は、腹部疾患の表現が多様であることを踏

まえ、可能な限り網羅的になるよう設定した。これ

は、 「当時の腹病は腹部の病気の総称名であって、特

に限定した病気を指すものではない」6)という服部の

指摘に基づくものである。 

 抽出した用例については、対象者の身分・性別、病

の要因、重篤度、呪的治療に関する記載を整理した。

重篤度は本文の記述に基づき、瀕死や死去に至るも

のを「重い」、経過が語られないものを「軽い」とし、

発病していないものは×とした。 

 なお、本稿で用いる「呪的治療」とは、陰陽師によ

る祈祷や呪い、修験者・僧侶の護摩・加持祈祷など、
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病の治癒を目的として行われる宗教的な行為全般を

広く含む概念とする。 

 以上の方法により、腹部疾患の表現とその物語機

能を、ジャンル横断的かつ通時的に検討するための

基盤を整えた。 

 

Ⅲ 結果 

 本調査では、上代から鎌倉期にかけて腹部疾患が

明確に描写される用例を十五例確認した。これらに

ついて、対象者の属性（身分・性別）、病の語られ方

（病因、重篤度、呪的治療の有無）を整理した結果、

腹部疾患の表象には一定の傾向が見られた（表２）。 

 これら十五例のうち八例は説話に見られ、腹部疾

患がより世俗的な語りの中で描写される傾向が認め

られる。腹部疾患の対象となる人物は、僧侶・武士・

庶民などと幅広いが、全体として中流以下の人物に

集中している。対象の性別は男性九例、女性六例であ

り、男性がやや多い。年齢については、若者から老人

まで幅広く分布しており、特定の年齢層に集中して

はいない。 

 病因は、現世の罪・外傷・風邪・下剤・不明など多

様であった。腹の病が当時の医学的分類においても

広い範囲の不調を含む総称であったことから、文学

作品においても多様な原因が設定されている。 

 また、繁田は「同一の治療場面において医師と験

者・陰陽師とを用いることは、平安貴族には当然のこ

とであった」7)とするが、今回確認できた範囲では呪

的治療と病の重篤度には関連が見られ、呪的治療は

重篤な病に限って記述される傾向があった。また嘘

として腹部疾患を語る詐病の例も、『日本書紀』をは

じめ三例確認された（表 2 No.1、9、14）。今回は実

際に発病している十二例に限って考察を進めること

とし、詐病例については次稿に譲る。 

 

Ⅳ 考察 

 前稿では、平安初期から中期に成立した作り物語

における腹部疾患の表現として、『竹取物語』『落窪物

語』『源氏物語』の三例（表 2 No.3-5）を取り上げた。

その結果、腹部疾患は身分の低い人物、あるいは物語

構造上相対的に低い位置に置かれた人物に付与され、

いずれも実際に発病する例であることが確認された。

詐病の用例は見られず、腹の病は難題や困難を象徴

する要素として機能し、次第に老いと結びつけられ

ていく。また、対象となる人物はいずれも滑稽味をも

って描かれ、腹部疾患が物語において滑稽性を生み

出す装置として働く点も明らかとなった。 

 本稿では調査対象を上代から鎌倉期にまで拡大し

たが、作り物語における腹部疾患は前稿で扱った三

例以外には確認されなかった。そこで以下では、作り

物語を除く九例について、作品種別ごとに腹部疾患

がどのような役割を果たしているのかを検討する。 

 まず、説話に見られる腹部疾患は七例と多く、呪的

治療の記載の有無によって二つの型に整理できる。

それぞれの類型は、滑稽性・婉曲、回復・改悛といっ

た異なる物語機能を担っている。 

 次に、軍記物語における腹部疾患は、実際の発症を

伴わず、未来に必ず訪れる破綻として予期される点

に特徴があり、他の作品形式とは性格を異にする。 

 さらに、歴史物語における腹部疾患は、高貴な人物

に付与される場合に特に抽象化、あるいは削除され

やすく、類似の作品群における他の病の記述と比較
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することで、腹部疾患が語られにくい病として扱わ

れている様相が浮かび上がる。 

 以上のように、腹部疾患は作品形式ごとに異なる

語りの要請と結びつき、多様な物語機能を担ってい

る。以下では、説話・軍記・歴史物語の順に、その具

体的な機能と背景を検討する。 

 

1. 説話 戯画化・暗喩 

 説話における腹部疾患は七例確認され、呪的治療

の有無によって二つの型に大別できる。呪的治療が

記されない三例では、「腹の痛く」「下痢」など症状は

軽度にとどまり、治癒や経過はほとんど語られない。

これらは病そのものよりも、人物造形や語りの雰囲

気を作るための装置として機能し、特に老人の頑固

さや老獪さと結びついて滑稽性を生み出している。 

  『今昔物語集』心心の話では、老僧が下痢を患い、

厠で老犬に前世の因縁を語りかけるという奇妙な場

面が描かれる。翌日、犬が食事に群がり混乱が生じる

が、これは信仰に基づく行為が現実と噛み合わず失

敗を招くという構図を示し、腹部疾患はその導入と

して置かれている。同じく『今昔物語集』為盛の話で

は、下剤入りの酒によって官人たちが一斉に下痢を

起こし、緊張した場面が滑稽へと転じる。いずれも腹

部疾患が滑稽の契機として働いている。 

 一方、『十訓抄』深覚僧正の例では、腹痛を「法蔵

の破れ」と婉曲に伝えることで、直接的に語れない身

体部位としての性質が前面化する。ここでは滑稽よ

りも、高位者が腹部の不調を明確に語らないという

態度が描かれるが、婉曲表現ゆえに状況の取り違え

が生じる点も示されている。実在人物を扱う教訓話

であることからも、叙述が抽象化される傾向がうか

がえる。 

 以上三例を通観すると、呪的治療が描写されない

腹部疾患は、創作性の高低によって滑稽・隠蔽といっ

た異なる機能を担う。創作性の高い話では露骨な描

写と滑稽が結びつき、創作性の低い話では高貴な人

物に付与される際に抽象化される。特に腹部疾患に

伴う「腹膨れ」や「下痢」といった生理的表象が、描

写の露骨化または抽象化を左右する鍵となったと考

えられる。作り物語に見られた三例も同様に軽度・滑

稽・低身分といった傾向を共有し、とりわけ老人像に

付与される場合に露骨な描写が現れやすいことがう

かがえる。身分の低さや老人性が腹部疾患の露骨な

描写を許容する基盤となっていた点は、両ジャンル

に共通する重要な要素である。 

 

2. 説話 救われる病 

 次に、腹部疾患に呪的治療が記される四例を取り

上げる。ここでいう「呪的治療」とは、陰陽師の祈祷

や修験者・僧侶の護摩・加持祈祷など、宗教的な治癒

行為全般を指す。今回確認された四例はいずれも仏

教的治癒を描くが、これは作品群の性質による偏り

であり、呪的治療が仏教に限定されるわけではない。 

 腹部疾患は「腹ふくれて」「堅き物あり」などと表

現され、対象者は僧侶・武士・庶民の女性と幅広い。

主として中流以下の人物に付与されるが、高位者を

対象とする例でも、より徳の高い人物との比較の中

で戒められる立場に置かれている。いずれも長期の

病苦や瀕死、死に至るほどの重篤な状況が描かれ、呪

的治療によって快癒または蘇生へと転じる点が共通

する。 

 典型例として、『十訓抄』の庶民夫妻の話を挙げる。

林懐僧都が京へ上る道中、ある人の家で魚を頼んで

食べたが、家の主人は肉食する僧侶と内心で誹謗し

た。この妻は何ヶ月もの間病で腹が膨れ死の危機に

あったが、夢に「林懐僧都の護法童子」と名乗る者が

現れ、腹を叩いて汚物を押し出した。夢から覚めると

腹部疾患は完治しており、夢の話を聞いた主人は改

心した。 

 このように、病因の特定よりも神仏の働きと回復

の劇的さが物語の焦点となる。他の例でも閻魔大王

や観音の出現、護摩による祈祷が描かれ、神仏や僧侶

の力が強調される。 

 これら四例を通観すると、呪的治療は物語の山場

として置かれ、重篤な病が回復へと向かう過程その

ものが神仏の功徳を顕す出来事として語られている。
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病因は現世の罪、外傷、不明など多様であり、必ずし

も仏教的因果によるわけではない。とりわけ、林懐僧

都の例のように徳の高い人物を誤って捉えたことが

背景に置かれる場合、呪的治療は誤認からの転換を

促す契機として機能する。この構造は、前節で見た深

覚僧正の例における婉曲表現を誤解した点とも響き

合う。すなわち、腹部疾患は誤認・蒙昧な状況からの

脱却を描くための装置としても働きうるのである。 

 以上より、呪的治療を伴う腹部疾患は、功徳による

回復と改悛を描くための構造的装置として機能して

いたといえる。ただ腹部が特別な象徴性を持つとい

うより、重篤な病が神仏の介入を際立たせる場とし

て設定されており、物語構造から見ると他部位と代

替可能な可換的要素であったと考えられる。 

 

3. 軍記物語 予期される病 

  『我我物語』における腹部疾患は、実際の発症を伴

わず、未来に必ず訪れる破綻として予期される点に

特徴がある。ここでの腹部疾患は実際に現れた症状

ではなく、登場人物の葛藤を象徴し、避けるべき事態

として語られる。 

  『我我物語』は我我兄弟による敵討ちを題材にした

伝記物語である。弟は母親の意向に従って仏道修行

に励むが、亡父の敵が頭から離れず、出家する前夜兄

へ心の内を訴える。兄もまた弟に共感し、もし弟が出

家すれば一人で仇のことを思い続けるあまり「きっ

と腹の病になるだろう」と語る。 

 ここで示される腹部疾患は、思いを抱え続けるこ

とによって必然的に生じると予期された破綻であり、

実際にはまだ発病していない。すなわち腹部疾患は、

登場人物の心理的負荷を身体化し、それを避けるた

めに行動を強く規定する装置となっている。本稿で

は便宜上、こうした用法を「予期的病」と呼ぶ。この

例では、腹部疾患は象徴的・比喩的に用いられ、身体

の異変そのものよりも避けるべき行く末を可視化す

る役割を担う。これは、滑稽や回復・改悛を描く説話

とは大きく異なる特徴であり、腹部疾患が作品形式

によって多様な機能を帯びることを示す一例である。 

 

4. 歴史物語 隠される病 

 前稿では作り物語、本稿では説話・軍記物語と、全

体として創作性の高い作品形式における腹部疾患の

描写を確認してきた。そこでは、腹部疾患が滑稽や克

服される困難、あるいは破綻の象徴など、物語的要請

に応じて多様な機能を担うことを見てきたが、同時

に腹部疾患の担い手は身分の低い人物に集中する傾

向も認められた。しかし、実際には腹部疾患は貴賎を

問わず起こりうるものである。では、史実に基づくと

考えられる歴史物語において、高位の人物の腹部疾

患がどのように扱われているのかを確認したい。 

 今回の調査で確認できた、歴史物語における腹部

疾患の明確な発症例は、『栄花物語』に見える承香殿

元子の「水を生む」逸話の一例のみであった。元子は

産み月に至っても出産の気配がなく、あるとき体内

から水が流れ出て腹が平らになったと記される。こ

の逸話は妊娠と関わりが深い上に奇異性も伴うため、

比較的詳細に描かれたものと考えられる。 

 他方、同時代を扱う『大鏡』では、この逸話は全く

取り上げられていない。『大鏡』では三条院の眼病、

道長の胸病など身体の不調が描かれる例はあるもの

の、承香殿元子に関する腹部の症状には言及しない。

『大鏡』が一人の人物に割く筆が限定的である点を

踏まえると、執筆上の意図として取り上げられなか

ったと考えられる。 

 また、今回の調査では対象外としているが、古記録

には、皇族・后妃が腹部の病に罹患した記録が残され

る場合もある。『長秋記』長承二（一一三三）年八月

二十八日条には、崇徳天皇の妹である禧子内親王の

病として、「御腹ふくれ、御面足手なども腫れて、凡

飲食不通に御坐ます」8)と非常に具体的な症状が記さ

れている。 

 しかし、『今鏡』の記事では、禧子内親王の病を「御

悩み」9)とだけ述べ、病状の内実は省かれている。こ

うした差異は、古記録が事実の記録を目的とするの

に対して、歴史物語は家門や権力者の姿を賛美する

物語として形づくられており、必要な情報を取捨選
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択して物語化する性質を持つためである。これまで

見てきた他ジャンルでは見た目の異様さや下痢が併

記されることが多く、これらが想起されやすい腹部

疾患が、賞賛的な文章にはそぐわないものとして、物

語としての表現から遠ざけられやすいと考えられる。

神尾は「作品に登場する人物の負的状態を規定する

とき格別の配慮が作用したと想定しうる」1)と指摘し

ており、これにも符合する。 

 以上の通り、腹部疾患が史実として存在しても、歴

史物語に収録されることは稀であり、とりわけ高位

の人物については症状の部位や経過ができる限り抽

象化される傾向が強い。この点は、腹部疾患が作り物

語・説話・軍記物語といった創作的ジャンルにおいて

は多様な役割を担い得たのに対し、歴史物語ではむ

しろ「語られにくい病」として扱われるという特徴を

示すものである。 

 

Ⅴ まとめ 

 本稿では、上代から鎌倉期にかけて描かれた腹部

疾患の表象を、説話・軍記物語・歴史物語という異な

る作品形式にわたり検討した。その結果、腹部疾患は

病の重篤度、対象人物の身分、そして語りの性質によ

って多様な機能を担うことが明らかとなった。 

 まず説話については、呪的治療が書かれるかによ

り明確に二分される。呪的治療が記されない例では、

症状は軽度にとどまり、経過や治癒は詳述されない。

これらは主として中流以下の人物に付与され、滑稽

の契機として働く。また、いずれの例でも老人が中心

に置かれており、老いと腹部疾患が結びつきやすい

傾向を示唆している。他方、呪的治療が描かれる例で

は、長期の病苦や瀕死といった重篤さが強調され、神

仏の介入による回復や改悛が物語の中心となる。腹

部という部位自体に特別な象徴性は見られず、神仏

の功徳を際立たせるための可換的な部位として用い

られている点が特徴的である。 

 軍記物語では、腹部疾患は実際に発症を伴わず、未

来に必ず訪れる破綻を象徴し、登場人物の行動や運

命を規定する役割を担う。身体に起きる異変が比喩

的に扱われることで、登場人物の葛藤や選択の重さ

が身体化され、運命を動かす役割を果たしている。 

 一方、歴史物語では腹部疾患の記述はきわめて少

なく、とりわけ高貴な人物については症状の部位や

経過が意図的に抽象化・省略される傾向が強い。腹部

疾患が生理性の強い部位に関わるため、賛美的な語

りと相性が悪く、叙述から排除されやすいことが背

景にあると考えられる。 

 

 以上の検討から、腹部疾患は「滑稽」「克服される

困難」「予期される破綻」「隠蔽」といった多様な機能

を担い、その表象は作品形式の性質と密接に結びつ

いて変化することが明らかとなった。特に、高貴な人

物には腹部疾患が付与されにくく、実際に罹患して

も隠匿されるという傾向は、小笠原が指摘する『枕草

子』『源氏物語』に共通して胸の病が「同情的・美的

に描写し得る病」4）とされる傾向とは対照的である。

つまり腹部疾患の扱われ方を通して、身体表象が物

語の構造や人物の位置づけとどのように関わるのか

を読み解く視点が得られたといえる。前稿で扱った

作り物語の腹部疾患が「低い身分・老人・滑稽」とい

う特徴を示したことを踏まえると、腹部疾患は一貫

して身分や立場の低さ、露骨さと強く結びつき、物語

の中では世俗的な人物の身体に置かれやすい病であ

ったといえる。日本古典文学に描かれる胸部疾患の

美化と腹部疾患の滑稽化は、疾病が身体部位ごとに

文化的意味を与えられていたことを示している。こ

れは日本における疾病観がどのように構築されてき

たかを考察する上で、重要な資料となる。ただし、ジ

ャンルによっては一例のみのものもあり、今回指摘

した特徴が腹部疾患に固有のものか、あるいは他の

疾病にも代替可能な性質であるのかについては、慎

重な検討が必要である。本稿で明らかになった腹部

疾患の機能は、他部位の病の表象と比較することで、

身体部位ごとの象徴性の差異をより鮮明にする基盤

となるだろう。 
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［Short paper （研究報告）］ 

 

Association Between Breakfast Consumption Habits  

and Academic Concentration and Performance in University Students 

大学生の朝食摂取習慣と授業の集中力・学業パフォーマンスとの関連 
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Abstract 

This study examined the relationship between breakfast consumption habits and classroom 

concentration and academic performance among university students. An online questionnaire survey 

was conducted with 22 students from the Faculty of B at A University. Approximately 60% of the 

participants reported consuming breakfast fewer than three times per week. Students who 

habitually consumed breakfast tended to show more stable levels of concentration and preparedness 

before classes. However, no clear association was observed between breakfast frequency and 

concentration or comprehension. These findings suggest that breakfast consumption may contribute 

more to the stabilization of daily routines and learning conditions than directly to academic 

performance. 

 

本研究は、大学生における朝食摂取習慣と授業中の集中力および学業パフォーマンスとの関連を検討することを 

目的とした。A大学 B 学部 C学科の学生 22 名を対象に、オンライン質問紙調査を実施した。 

その結果、約 6割の学生が週 3回未満しか朝食を摂取していなかった。 

また、朝食を習慣的に摂取している学生では、集中力や登校時の余裕に関して比較的安定した傾向が認められた。 

一方で、朝食摂取頻度と集中力・理解度との間に明確な関連は認められなかった。以上より、朝食摂取は 

学業パフォーマンスに直接影響するというよりも、生活リズムや学習状態の安定に関与する可能性が示唆された。 

 

Key Word： 朝食摂取習慣 集中力 大学生 

 

Ⅰ はじめに 

近年、大学生における生活習慣の乱れ、とりわけ

朝食欠食の増加が課題として指摘されている。農林

水産省の「若い世代における食生活の現状」によれ

ば、若年男性の 31.5％が朝食を欠食しており、その

うち 21.0％が「ほとんど食べない」と回答している

1）。大学生は生活の自由度が高く、睡眠不足や生活
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リズムの乱れが生じやすい環境にある。そのため、

朝食摂取習慣は健康維持のみならず、学習活動にも

影響を及ぼす可能性がある。 

朝食摂取は、脳の主要なエネルギー源であるブド

ウ糖を補給する役割を担い、集中力、記憶力、意欲

などの認知機能と関連することが報告されている。

先行研究では、朝食摂取が注意力や計算能力、記憶
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力の向上に寄与することが示されている 2）3）。 

一方で、朝食欠食は倦怠感や注意散漫を引き起こ

す可能性があるとされる 4）。さらに、朝食内容の違

いが集中力に及ぼす影響を検討した研究も存在し、

栄養バランスの良い朝食が学習パフォーマンスに好

影響を与える可能性が示唆されている 5）6）7）。 

しかしながら、これらの研究の多くは小学生から

高校生を対象としており、大学生を対象とした研究

は限定的である。特に、大学生の日常的な授業中の

集中力や学習態度との関連については十分に検討さ

れていない。 

そこで本研究では、大学生を対象として、朝食摂

取習慣と授業中の集中力および学業パフォーマンス

との関連を明らかにすることを目的とした。本研究

の成果は、大学生における生活習慣改善や学習支援

の基礎資料として活用されることが期待される。 

 

Ⅱ 方法 

1．対象者 

本研究は、A 大学 B 学部 C 学科に在籍する 1～4 年

生を対象として実施した。対象者数は 22 名であ

り、性別は問わず募集を行った。なお、性別による

影響を検討するため、男女比に偏りが生じないよう

配慮した。対象年齢は主として 18～24 歳であっ

た。 

 

2．調査内容 

調査はオンライン形式で実施し、朝食摂取習慣お

よび授業中の集中力に関する全 15 項目の質問紙を

用いた。 

質問項目には、「平日の朝にどのぐらい朝食を取

りますか」、「朝食を取ると、午前中の授業に集中し

やすいと感じる」、「平日の睡眠時間は十分確保でき

ている」、「授業前にスマートフォンや SNS を使用す

ることが多い」、「朝は余裕をもって支度し、落ち着

いて登校できている」、「授業中、講義内容に注意を

向け続けることができた」、「他のこと（スマートフ

ォンなど）に気を取られなかった」、「姿勢を正しく

保ち、前を向いて授業を受けていた」、「ノートや資

料を用いて積極的にメモを取っていた」、「授業中に

眠気を感じた場面は少なかった」、「授業中にあくび

をした回数は少なかった」、「授業で発言や質問など

積極的な参加をした」、「周囲の音や動きが気になら

ず集中できた」、「授業中にスマートフォンを操作し

なかった」、「授業終了時に内容を理解できたと感じ

た」などを設定した。 

回答形式には 5 段階リッカート尺度を採用し、す

べて自己評価方式により回答を求めた。調査はオン

ライン上で実施し、対象者の負担軽減を図った。 

 

3．倫理的配慮 

本研究は、研究倫理に基づき実施した。調査協力

者に対しては、研究目的、調査内容、データの利用

方法について事前に十分な説明を行い、自由意思に

よる同意を得た。また、個人を特定できる情報は収

集せず、得られたデータは研究目的以外には使用し

ないことを明示した。 

 

Ⅲ 結果 

本研究では、A 大学 B 学部 C 学科に在籍する 1～4

年生 22 名を対象として、朝食摂取習慣と授業中の

集中力および理解度との関連について検討した。調

査への参加は任意とし、すべての設問に対して 5 段

階評価で回答を求めた。 

本調査は全 15 項目で構成されていたが、本研究

では研究目的との関連が深い 6 項目を抽出して分析

を行った。 

 

「平日の朝にどのくらい朝食を取りますか」とい

う質問に対しては、「ほとんど食べない」と回答し

た学生が 8 名（36％）と最も多く、次いで「週 1～2

回程度」が 6 名（27％）であった。一方、「ほぼ毎

日食べている」と回答した学生は 4 名（18％）、「毎

日必ず食べている」と回答した学生は 2 名（9％）

であった。全体の 6 割以上が「週 3 回未満しか朝食

を摂取していない」と回答しており、大学生におけ
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る朝食欠食率の高さが示された（Figure1）。 

 

「授業中、講義内容に注意を向け続けることがで

きた」という質問では、「まったくあてはまらな

い」が 2 名（9％）、「あまりあてはまらない」が 8

名（36％）であり、両者を合わせると約半数の学生

が集中の持続に困難を感じていた。一方、「ややあ

てはまる」は 4 名（18％）、「非常によくあてはま

る」は 1 名（5％）であり、高い集中状態を維持で

きていた学生は少数であった。「どちらともいえな

い」と回答した学生は 7 名（32％）であった

（Figure2）。 

 

「授業が終わったとき、内容がよく理解できたと

感じた」という質問では、「ややあてはまる」が 8

名（36％）と最も多く、次いで「どちらともいえな

い」が 7 名（32％）であった。「あまりあてはまら

ない」は 4 名（18％）、「まったくあてはまらない」

は 3 名（14％）であり、「非常によくあてはまる」

と回答した学生はいなかった（Figure3）。このこと

から、授業理解度に対する評価は概ね中程度に分布

していることが示された。 

 

「朝食を取ると、午前中の授業に集中しやすいと

感じる」という質問では、「まったくあてはまらな

い」および「あまりあてはまらない」と回答した学

生は 6 名（27％）であった。一方、「ややあてはま

る」および「非常によくあてはまる」と回答した学

生は 7 名（32％）であり、「どちらともいえない」

と回答した学生が 9 名（40％）と最も多かった。ま

た、朝食を毎日摂取している学生に限定すると、2

名（33％）が「ややあてはまる」と回答し、4 名

（67％）が「どちらともいえない」と回答した

（Figure4）。これらの結果から、朝食摂取が必ずし

も午前中の授業への集中しやすさに直結していない

ことが示された。 

 

「他のこと（スマートフォンなど）に気を取られ

なかった」という質問では、「ややあてはまる」お

よび「非常によくあてはまる」と回答した学生は 6
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名（27％）であった。一方、「まったくあてはまら

ない」および「あまりあてはまらない」と回答した

学生は 13 名（59％）と過半数を占めており、多く

の学生が授業中に集中を維持できていない実態が示

された（Figure5）。 

 

さらに、「朝は余裕をもって支度し、落ち着いて

登校できている」という質問では、「非常によくあ

てはまる」が 6 名（27％）と最も多かった。一方、

「まったくあてはまらない」と回答した学生も 5 名

（23％）存在した。「どちらともいえない」は 5 名

（23％）であり、「ややあてはまる」および「あま

りあてはまらない」はそれぞれ 3 名（14％）であっ

た（Figure6）。回答は各選択肢に分散しており、登

校時の余裕には個人差が大きいことが示された。 

 

本研究では、朝食摂取頻度が高いほど集中力や理

解度が高いとは必ずしもいえなかった。しかし、朝

食を習慣的に摂取している学生では、極端に低い自

己評価を示す割合が少ない傾向が認められた。一

方、朝食を摂取していない学生では、授業中に注意

を向け続けることができていない傾向がみられた

（Table1）。 

これらのことから、一定の食習慣や生活リズムが
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学習状態の安定に関連している可能性が示唆され

た。 

 

性別ごとの朝食摂取頻度をみると、男性では「ほ

とんど食べない」から「毎日必ず食べている」まで

回答が分散していた。一方、女性では「ほとんど食

べない」および「週 1～2 回程度」と回答した者が

多かった（Table2）。 

 

また、朝食摂取頻度が高い学生ほど、登校時に余

裕があると回答する傾向がみられた。一方、摂取頻

度が低い学生では否定的な回答が多く含まれていた

（Table3）。 

 

Ⅳ 考察 

本研究では、大学生の朝食摂取頻度と授業中の集

中力・理解度、および登校時の余裕との関連につい

て検討した。その結果、対象学生の約 6 割が週 3 回

未満しか朝食を摂取しておらず、大学生における朝

食欠食率の高さが確認された。 

集中力および理解度に関する自己評価では、「非

常によくあてはまる」と回答した学生は少なく、多

くの学生が授業中の集中維持に課題を抱えている可

能性が示された。また、授業中にスマートフォンな

どへ注意が逸れると回答した学生が多数を占めてお

り、大学生を取り巻く学習環境や生活習慣が集中状

態に影響していることが考えられた。 

一方で、朝食を習慣的に摂取している学生では、

極端に低い集中度評価を示す割合が少なく、比較的

安定した学習状態が維持されている傾向がみられ

た。さらに、朝食摂取頻度が高い学生ほど、登校時

に余裕をもって行動できていると回答する割合が高

かった。このことから、朝食摂取は単なる栄養補給

のみならず、朝の生活リズム全体を整える行動習慣

の一部として機能している可能性が示唆された。 

また、女性では男性と比較して朝食摂取頻度が低

い傾向がみられた。この背景には、生活行動や登校

準備行動の違いなどが関与している可能性が考えら

れる。しかし、本研究ではその要因を直接的に検討

していないため、今後さらなる検討が必要である。 

一方、朝食をほとんど摂取していない学生では、

登校時の余裕が少なく、慌ただしい状態で授業に参

加している可能性が示された。朝食欠食そのものが

集中力低下の直接的要因であるとは断定できない

が、朝食を摂取しない生活習慣には、起床時刻の遅

延や睡眠不足、準備不足などの要因が含まれている

可能性がある。大学生は生活リズムの自由度が高

く、スマートフォンの長時間使用、アルバイト、課

題負担、精神的ストレスなど多様な影響を受けやす

い。そのため、これら複数の生活要因が集中力や学

習状態に影響していると考えられる。 

以上より、本研究では朝食摂取頻度と集中力・理

解度との間に明確な関連は認められなかったもの

の、朝食を摂取する習慣が生活リズムの安定や学習
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環境の整備に関与している可能性が示唆された。朝

食摂取は、授業への円滑な移行を支える生活習慣の

一要素として、大学生の学習環境に一定の影響を及

ぼしていると考えられる。 

 

本研究の限界として、サンプルサイズが少ない

点、自己評価式調査であるため主観的バイアスを含

む可能性がある点、朝食の栄養バランスや摂取量を

評価していない点、睡眠やストレスなどの交絡因子

を十分に考慮できていない点、さらに特定学科のみ

を対象としているため結果の一般化が困難である点

が挙げられる。 

今後は、対象者数を増加させた上で統計学的妥当

性を高めるとともに、朝食内容や摂取時間を含めた

詳細な評価を実施する必要がある。また、授業形式

や生活習慣など他の関連要因も含めて検討し、行動

指標など客観的な集中度評価法を導入することが望

まれる。さらに、他大学・他学部との比較研究を行

うことで、本研究結果の一般化可能性を高める必要

がある。 
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［Short note / その他］ 

 

The Self Shaped by the Outside 

〈外〉に導かれる自己 

 

SASAKI Tamaki4 

佐々木珠希 4 

 

０．はじめに 

 私には，うっかり〈外〉を軽視する傾向があります。

それは話し手の優位性を自覚した結果です。全ての

思索が自己の内側に収まるのだと，全ての思索がま

ことに自己由来であるのだと，とんだカン違いを信

じ込んでいます。実際，思索の基となる言語も，背景

に無自覚に溶け込んだモノの見方というものも，

〈外〉に由来することであって，本当は謙虚で居るべ

きです。誠実な態度で現世に臨める，立派な人になり

たい。20 歳を目前にした私は，そんな人に成るため

の一歩として，この文を綴っています。前回と同様に，

気楽なエッセイと思って読んでいただければと思い

ます。 

 前回私は「わたしはどこにいる？」という題で，一

人称の居場所を内側から定めようと，主観の強い感

覚的な文を書きました。気軽な読み物としては好い

かもしれませんが，もう少し真面目に向き合いたい

と思いまして。チャンと〈外〉を見ましょうね，と私

自身に戒めを送りたいと考えております。そこで本

稿では，大学の哲学史の講義にて出会ったラカンの

言説など，〈外〉に形作られる自己像の話を幾らか取

り上げたのちに，自然の様相で生きてもいいんだな

ぁ，といったことをお話します。 

 

１．鏡像による自己像の獲得 

 ここでは私自身にとって衝撃的であった，「鏡像段

階論」の内容と，その内容に伴う私自身の思索につい

て述べることとします。私はラカンとの出会いによ

 

4 SEIJO University / 6-1-20, Seijo, Setagaya-ku, Tokyo-to,157-8511 

り，はじめて「他者の目線を介しての自己」を自覚し

ました。いえ，はじめてという表現は適切ではありま

せん。私は承認欲求という，誰しもが抱える感覚を得

た経験がある筈です。無意識的にか意識的にか定か

ではありませんが，確かに「他者の目線を介しての自

己」を欲していた私が居る筈だというのに，その事実

に気付かぬように生きていたのです。そんな私のよ

うに強がりな方が他にもいらっしゃると信じて。自

省のきっかけを作ることも，並行して達成したいこ

とです。 

 ラカンは，鏡像段階に至る前の乳児は自己を統一

的なものとして把握していない，といいます。乳児は

自己を「寸断された身体」として意識しています。自

己はその都度の感覚により確信されますが，一つに

統一された自己へと統合されることがなく，分裂状

態を生きています。しかし，乳児は鏡に映った自己の

身体イメージを自己とすることで，「寸断された身体」

を統合できると同時に，鏡像に囚われるといいます。

乳児は単なる鏡像であることを理解した上でなお，

その虚像を「自分」と見做し，喜びという快楽を覚え

ます。乳児が喜ぶのは，その鏡像が他者から見た自己

であるからにほかならないといいます。鏡像は「疎外

する自己同一性の鎧」とも表現されますが，その「鎧」

は他者からもそう見えるものであって，「他者からの

承認」を求めるからこそ乳児は，鏡像というひとつの

対象の中に自己を切り詰めるのだといいます。1) 

 成程，確かに鏡像と対峙することが無ければ，私達

は自己の輪郭すら知り得ません。私達は直接自分の
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顔を見ることがなく，微かに見えるのは鼻先と睫毛

くらいでしょうか。しかし何とか視界に収まるそれ

らすらも，意識をせねば忘れているものです。「寸断

された身体」という表現は非常にしっくりとくるも

ので，鏡像を見ぬ限り，私達は感覚に確信される部分

的なもののみを自己と思うのでしょう。 

 とはいえ，鏡像の無い空間に暮らし続けることは

気分が悪い(最近合宿の都合で，鏡の無い部屋で二週

間過ごす機会がありまして。度々共用スペースの鏡

に，自身の姿を覗き込みに行きました)。人間は自ら

が収まる枠を求める性質があると思います。たとえ

ば少し前に流行った MBTI 診断とやらも，個々の性格

に一定の枠を与えるもののように考えられます。鏡

像は自己の身体イメージを収める枠として機能して

いますね。自らを規定する枠は，私達に安心感を与え

るように思います。得体の知れないものが形式に沿

うもので安全である(異常ではない，「普通」に適合し

ている)とわかれば，手の付けられない何かを自己と

して支配できると思えますよね。本来寸断されてい

た身体イメージが鏡像によって統合されるならば，

たとえ鏡像に囚われてしまっても，まぁいいやと思

ってしまいそうです。私はそう思っています。幾らか

の枠で自己を規定することによって，安心して生き

てることを望んでいるからです。 

 この言説で最も衝撃的に感じたのは，鏡像が他者

から見た自己であるからにほかならない，という点

です(しかしこの衝撃は，私自身が〈外〉を軽視し，

その意識を心掛けていなかったために生じたことで，

特別新鮮なことではないのかもしれません)。鏡像が

他者の目線を介したもの，とされることを新鮮に感

じたのです。私自身は先程迄の枠について，私の中で

規定できれば良いと思っていました。しかし自己意

識が自らの存在について十分な核心を得るために

は，「他の自己意識」「他者からの承認」というものが

必要となります。自己意識を確かなものだと思うた

めには，独り善がりでは不十分で，他者の存在が不可

欠でありました。乳児が「鏡に映った自己は他者(母

親，父親？)が見る私と同じで，そんな自己を認識で

きて嬉しいな」と喜ぶ姿は想像しづらい且つ非現実

的のように思えますが，明瞭な言語化に頼らない形

式でこのような喜びを感じている可能性は否定でき

ません。自己の身体イメージの統合という自己認識

の初歩段階においても，他者の存在は必要不可欠な

ことであるのでしょう。とても，ひとりでは生きられ

ない。 

 

２．写真による自己像の再認識 

 鏡像段階論を知ったときに，ふと思ったことがあ

ります。写真も似た効果を持つのではないのか。鏡像

と同じく，写真は外側から見た自己を示すものです。

何が違うかといえば，時間的な一瞬を切り取って固

定されたものであること，保存可能であることなど

が挙げられましょう。つまりは，ついさっきの現在も，

過去の自己も振り返ることが可能なのです。 

 写真が示す自分の姿に違和感を持ったことはあり

ますか？ 最近の写真に限らず，幼少の頃の姿や，極

端な例を挙げればエコー写真とか。私はこんな姿を

していたっけ？ 鏡像と違って左右反転であること

も関係しそうですが，この感覚については「思ってた

んと違う」というものではなく，「これが本当に私

か？」という疑念であると思っていただきたいです。

写真のきゃつを妙に思いつつ親や友人(私を常々認

識している他者であれば誰でも)に写真を見せると，

それを確かに私であると言うのです。ああ，そうだっ

たのか。この人物が私の姿だったんだ。そうして自己

像を再認識するのです。見失いかけていた自己の身

体イメージを収めるべき枠を，写真によって自覚し

直すことができるのでしょう。そのために，遠い過去

であれ近い過去であれ，自分の写る写真を見ると少

しの安堵を覚えるのかもしれません。 

 最近読んだダニエル・C ・デネットの『心はどこに

あるのか』の中に，写真について興味深い記述を見付

けました。高速度撮影の登場により，人間ははじめて

複雑な一瞬の現象を，任意のときに細部にわたって

検証できるようになったといいます。人間の脳は特

定の速度で発生した事象の変化にしか対処すること
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ができません。写真という媒体のおかげで外界の事

象を人間固有の感覚に合わせて再表現することがで

きるようになり，人間の認知能力が大幅に向上した

とのことです。他の観察用具や記録用具とは違って

カメラは「愚直」であり，複雑なデータをより単純に，

より自然に，より扱いやすい形式に変換させる能力

を持つといいます。2) 

 成程，確かにそのような一面がありますね。写真は

外側から見た事象の姿を「愚直」にのこすものであり，

まことに理解する必要は必ずしもありません。精密

な図や絵もデータを正確に抽出し分析を加えられる

ものですが，カメラが示すモノとは(デネットの表現

をお借りすると) 「手を加えず、汚さず、偏らず、静

的に再現した現実」3)です。写真は現実の痕跡をその

ままに残すもので，「かつてそこにあったもの」を証

明するものです。自己の姿を写した写真はそのなか

でも，自分にとって興味のある出来事を写したもの

に分類される筈です。自己像を再認識するための手

がかりとなる情報ですから。再表現の技術が向上す

ることで，私達の自己像の探究活動も飛躍的に向上

することでしょう。 

 写真を撮るということは現実を収集する行為であ

り，自己像を含めた世界を所有可能な形とします。し

かし写真は現実を薄める側面もあると考えられます。

写真は記憶するための外的な道具であるためです。

もう少し詳しく説明しましょう。人間は写真などの

外的な道具によって，膨大なデータを所有すること

が可能となりました。人間は目印や索引といった，望

むデータに接続するための手段を覚えています。実

際のデータそのものは外界に預けているため，記憶

を活かして生きる〈鮮明な感覚〉を持つことは，外的

な道具の存在によってはじめて可能となるのです。

人間そのものが単体で抱く現実は，実際のデータの

扱いのために少々薄まると考えます。しかし，さまざ

まに浮かぶ問題を吸収し，外的な道具を駆使するこ

とで生じる想像力によって問題を解決するという行

為は，より人間らしい〈鮮明な感覚〉と呼べるかもし

れません。とはいえ，背景に溶け込んだ知識を無自覚

に扱う姿勢は望ましくないことだと思います。必要

分のデータまでをも外界に預けるという，外的な道

具に依存し切る愚行はよしておきたいものです。道

具を介して世界を見ることは，痛みや重さを軽減す

ることを可能とし，よって人は世界を安全に眺める

ことができます。適度に，上手に外的な道具を扱いた

いものですね。私達自身が所有すべき，大切なものま

でをも外部に預けてしまわないように。 

 

３．人間的で在るために 

 人格であるために必要なこと，そして人間的であ

ることについて考えると，どうしても他者という

〈外〉が立ち現れてくるものです。以下では，デネッ

トの「人格であるための条件」とコジェーヴの「他者

の欲望の欲望」という概念を参考に，〈外〉に導かれ

る自己の姿を考えたいと思います。 

 デネットは論文「人格であるための条件」にて，一

つの人格になるための重要なステップは，第一次の

志向システムから第二次の志向システムに進歩する

ことだと論じています。志向システムとは，対象の行

動を予測する際に「信念」や「欲求」という志向的な

状態を持つものとして仮定して扱うことが有効であ

るようなシステムのことを指します。それぞれの性

質については，以下のように説明されています。「第

一次の志向システムとは、いろいろなものを信じた

り欲したりするが、信念や欲求そのものを信じたり

欲したりしないシステムを指す。一方、第二次の志向

システムは、自分にも他人にも信念や欲求があるこ

とを信じたり欲したりできる」。4） 

 第一次の志向システムでは，主体が様々なものを

求めます。そこには他者の存在は必要でなく，ものを

獲得し自己を快楽により満足させるというシンプル

な(単純な)姿があるのでしょう。ところが第二次に

進歩すると，「他人」が志向の対象に組み込まれます。

自己にも他者にも信念や欲求が備わっていると認識

することで，思考のレヴェルは格段に上がる筈です。

他者意識の中にある信念や欲求について考えること

で，対照的に自己意識について，(それ単一に対する
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思索よりも遥かに)敏感に捉えることができるよう

になるからです。他者からの目線を介することによ

り，自身の把握し得る自己像がより判然とします。多

面的に捉え直した要素を組み合わせることにより，

私達は安心して自身のアイデンティティの有様を想

像することができそうです。 

 次に，コジェーヴの『ヘーゲル読解入門』にて説明

されている，「自己意識の発生」についての内容を確

認することにします。人間は世界にあるものを受動

的に受け取っていて，認識の際には対象に吞み込ま

れています。対象に釘付けとなっている主体は自己

というものに注意を向けることができなくなります。

ここで，自己を呼び起こすものが「欲望」です。何か

を欲する際には単に認識しているだけでなく，対象

を「私にとって何らかの価値を持つもの」とし，「私

はそれを欲する」という仕方で自己に気付くことが

可能になります。5）これは自己に備わる欲求そのもの

を信じている姿であり，先程取り上げたデネットの

第二次の志向システムと同等のものに見えます。と

はいえ，自己を呼び起こす「欲望」は動物的な欲望で

す。たとえば食欲は，外部の実在するモノを同化し内

在化することで満たすことができます。欲望の対象

となる実在を破壊するという営みです。このような

欲望によって呼び起こされる自己は，全面的にこの

破壊行動に依存しているという訳です。人間的であ

る自己意識について考えるためには，別の対象につ

いても考えなければなりません。 

 動物的欲望は対象を，水や食物といった自然物と

しています。それは自然的欲望とも呼べるものであ

り，その欲望から生じる自己もまた，自然的なものに

留まります。6)自己を自然を超えたものにする(人間

的なものに進歩する)ためには，欲望の対象が非自然

的なものになる必要があります。自然世界の中で非

自然的なものとしてコジェーヴが見出すのが，「欲望」

そのものでした。欲望は何かに向かうことで内容を

得ようとするものであり，他の自然的な対象と違い

「空虚」であります。自然空間に存在する欲望は，外

側にあるのですから，他者の欲望ということになり

ますね。人間的欲望は他者の欲望に向かう必要があ

り，そのためには自然空間に数多の動物的欲望が存

在していなければなりません。そして数多の欲望が

存在することに加え，それぞれの持つ欲望が他の欲

望に向かう必要があります。人間性は群の中でなけ

れば現れることができず，人間的実在が社会的であ

るのはこのためだといいます。人間性を伴う自己の

ために必要となる欲望は，それが他者の欲望に向か

うという事実により，動物的欲望と異なるのです。7) 

 他者の欲望を欲望するということは，相手によっ

て自らを承認されることが求められます。私が価値

のある人であるとあなたに思ってほしいと私が欲し

ていることをあなたが信じていることを私が信じて

います。8)承認を求めるということについて，恋愛に

ついても思い出されます(コジェーヴは人間的な欲

望の例として「男女間の関係」を話題にしていますが，

現代において男女に限定するのは不誠実となるので

しょうか。とはいえ，肉体について述べるならば男女

か？ 表現が難しいなぁ，等々思い，一括りに恋愛と

しておきます)。動物的欲望の観点で恋愛を思うと，

相互の肉体のみを求めることと思えます。一方人間

的欲望の観点から見詰め直してみると，相手からも

求められることを欲していますね。自然的なものに

留まらず，非自然的なもの(精神，心に通じる抽象的

なもの)を求めるから，恋愛というものは難しいと言

われるのですか？ 私，恋愛といったような心の動き

には鈍くて，正確ではないかもしれませんが。 

 あ，そうそう(もう少しお付き合いください)。最近

になってよく耳にする，「チャッピー(ChatGPT を指す

俗称)」とかいう言葉にも，私は恋愛チックな雰囲気

を感じ取っていますよ。対象(AI により生成された文

章)を擬人化し，個々の思う「虚構の人格」に自分の

ことをわかってほしい，と欲する摩訶不思議な光景

があちらこちらに見られますよね。感情を理解し，共

感や慰めを求めたり。統合された人格を求め，会話に

工夫を凝らしたり。そのような心の動きは確かに，と

思うことがあります。私自身が生成 AI のネイティブ

世代と言えるからかもしれませんね。AI に騙され続
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けて生きています。どうしても生きているという直

観の方が勝ってしまうのです。この「生きているとい

う直観」の理由について非常に興味があり，少し雑談

めいたことを加えてお話しました。来年度からゼミ

ナールが始まるので，楽しみにしている最中なので

す。非生物である対象も，人間特有の心の動きで虚構

の他者と成り，その虚構の欲望を欲望することによ

って私達の人間的性質が導かれるのだと考えると，

非常に面白いと思います。虚構は他者と成り得る

か？ そういったことについて考えることもまた，良

い思索でありましょうか。 

 

４．有限の生に，どう生きるか 

 最後に，生来私達が利他的であるかもしれない，と

いったお話をしておしまいにしましょう。最近読み

終えた，田沼靖一の『ヒトはどうして死ぬのか』とい

う本に書かれていた内容が大変興味深く。細胞の死

に方には，外部からの衝撃や強い虚血などが原因で

生じる細胞の壊死＝「ネクローシス(necrosis)」だけ

でなく，細胞 の自殺 である「アポ トーシ ス

(apoptosis)」があると説明されていました。9)細胞

は様々な情報(必要か不必要か，異常により有害とな

っていないか，といったことに関するシグナル)を総

合的に判断し，必要であれば「自死装置」を発動させ

るのだといいます。10)細胞は分裂・増殖とアポトーシ

スによる消去を繰り返すことができますが，回数に

は上限があります(上限は動物によって異なり，人間

の場合は 50~60 回とのことです)。11)この本の中で，

再生可能な細胞についてのこの働きをアポトーシス

と呼ぶ一方，非再生系の細胞の自死作用は「アポビオ

ーシス(apobiosis)」と呼んで区別をされていました。

12)アポビオーシスで死ぬ非再生系細胞は基本的に置

き換えが行われず，「個体の死」に直接かかわるため

に，別の「プログラムされた細胞死」と捉えているよ

うです。13) 

 自分と同じような生物を後世に残す，という役割

に着目すると，遺伝子は利己的な存在に見えます。し

かしアポトーシスやアポビオーシスのような細胞の

自死作用の存在を知ると，自らを消去する姿は，遺伝

子が利他的であることを示しているように思えてき

ますね。この振る舞いにより，種の存続に適した個体

を選別すること，時に適応した身体を獲得すること，

生命活動を維持することが可能となるのです。田沼

さんの表現をそのままお借りすると，「遺伝子が真に

利己的(自己的＝selfish)であるためには、利他的

(altruistic)に自ら死ねる自死的(suicidal)な存在

でなければならない」14)のです。そして，「死の遺伝

学」により生来利他であることが，自己性を生む重要

な要因になっているといいます。 

 遺伝子によって生来，私という個体が死ぬ運命に

あるということは漠然と知っていました。つい，不老

不死を願ってしまうものです。私はそれを利己的な

姿勢だと捉えていましたが，どうやら贋物の利己で

あったようです。私達人間は有性生殖により繁栄す

ることで，様々な形質を持つ個体を作ることができ

ます。遺伝子の多様性により，人類は環境の変化など

の外的世界に対応しつつ存続してきました。同一の

個体が永く在ったならば。多様性は失われ，環境に合

わせて改良(進化)することがなく，食糧などの資源

が直ぐに尽きることも想定できます。私達は身体に

備わる遺伝子により，予め生きる時間が制限されて

います。この事実も，私達の自己を〈外〉から規定す

ることのように思えます。 

 私，自己のために生きて死のうと思っています。そ

れは高校生の頃に自覚した願いで，今も変わらない

ことです。願わくば，数十億年生きて地球文明の終焉

をこの眼窩に収めたいと。無理なことを夢想する時

期がありました。しかし最近になって，死を少しずつ

許容できるようになりました。これは消極的な諦め

の念ではなく，然るべき役(限りある生の人間として

命を終えるという役目)を遂行しようと思えたため

です。こんなちっぽけな脳味噌では，地球の観測者と

しての生は叶わないのです。そういうふうに，プログ

ラムされて生まれたのです。身の丈を知ることが必

要でした。天寿をまっとうするための医療技術が進

歩し，他の生物に比べて人間は長めの寿命を得てい
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ますね。衛生管理のなされた清潔な生活環境，適切な

医療処置，その他さまざまな文明の恩恵により，私達

は死から離れた環境で生きています。しかし，私達は

死という未来を特別に意識できる存在だったはずな

のに，この流れにより死を意識の遠くに追いやって

しまいました(大学進学前の私はこの状況に危機を

感じ，拙くも文をしたためた記憶があります。思えば

その瞬間が，つらつらとモノを語り(騙り？)はじめ

たきっかけです)。死を明瞭に意識するために，無人

島に生身で飛び込めなどとは思いませんよ。自己の

身体という外部装置により，自己という存在が制限

されている(自己像が成り立つ)ことを自覚すること

で，より善く生きることを願いたいのです。人間が他

のために生まれ死んでいくのだとしたら。本来の姿

は，こうなのでしょうか。 

 私達の生というものは大きな自然というものに包

括されます。その自然とは地球に限らないように思

えます。地球はいずれ赤色巨星に呑まれ，構成要素は

宇宙空間に放出します。成分は遠い未来，寄って集っ

て新たに天体を生むのでしょう。地球の前にも，その

ように壊れて再構成して，という循環があったかも

しれませんね。天体の塵によって私達は生まれ，そし

て死んで，循環して。その流れに吞み込まれるほかに，

手段を持ち得ません。それを恐怖と呼べばそうなの

でしょうし，理想と呼べばそうなのでしょう。恐怖も

理想も，人間の主観による解釈に過ぎず，そのままの

物理世界には存在しない概念ですから，ちょっと傲

慢に生きてみることにしましょうか。身の丈に合っ

た生を，〈外〉を自覚し，〈外〉との関わり合いとして

も捉えられるようになりたいのです。強がりをせず，

自然に生きる生物として。 
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